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調
査
結
果
の
概
要

２
０
２
４
年
度
の
供
給
可
能

量
は
３
，６
１
４
万
本
と
な
り
、

対
２
０
２
３
年
度
比（
３
，６
６

５
万
本
）
９８
・
６
％
と
６
年
連

続
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
形

態
別
内
訳
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ

バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）
が

最
も
多
く
全
体
の
５
割
弱

（
４８
・
１
％
）、
次
に
コ
ン
テ

ナ
樹
木
が
お
よ
そ
２
割
強

（
２２
・
５
％
）、
３
番
目
に
低

木
常
緑
樹
が
２
割
弱
（
１７
・

０
％
）
の
順
と
な
る
（
図
―

１
）。
露
地
栽
培
物
の
シ
ェ
ア

ー
２９
・
４
％
に
対
し
、
コ
ン
テ

ナ
栽
培
物
の
シ
ェ
ア
ー
は
７０
・

６
％
、
３
対
７
を
維
持
し
て
い

る
。
高
中
木
本
数
の
形
態
別
内

訳
は
、
お
お
む
ね
常
緑
広
葉
樹

５
、
落
葉
広
葉
樹
３
、
針
葉
樹

２
の
割
合
を
保
っ
て
い
る
。

主
な
形
態
に
つ
い
て
種
類
別

の
内
訳
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
で

は
、
タ
マ
リ
ュ
ウ
３
２
３
万
鉢

（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
全
体
の
１９
％
）、
シ

バ
ザ
ク
ラ
類
１
５
６
万
鉢
（
同

９
％
）、
コ
グ
マ
ザ
サ
１
０
２

万
鉢
（
同
６
％
）、
さ
ら
に
、

フ
イ
リ
ヤ
ブ
ラ
ン
８５
万
鉢
（
同

５
％
）、
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
６３
万

鉢
（
同
４
％
）
の
順
と
な
る
。

コ
ン
テ
ナ
樹
木
は
、
シ
ャ
リ

ン
バ
イ
３９
万
鉢
（
コ
ン
テ
ナ
樹

木
全
体
の
５
％
）、マ
ホ
ニ
ア
・

コ
ン
フ
ュ
ー
サ
２５
万
鉢
（
同

３
％
）、
セ
イ
ヨ
ウ
ベ
ニ
カ
ナ

メ
モ
チ
２３
万
鉢
（
同
３
％
）、

シ
ラ
カ
シ
２０
万
鉢
（
同
２
・

５
％
）、
ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
１６
万

鉢
（
同
２
％
）
が
上
位
を
占
め

て
い
る
。

低
木
常
緑
樹
で
は
サ
ツ
キ

２
０
８
万
本
（
低
木
常
緑
樹
全

体
の
３４
％
）、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

ツ
ツ
ジ
１
０
３
万
本
（
同
１７

％
）、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
７７
万
本

（
同
１３
％
）、
キ
ン
メ
ツ
ゲ
２９

万
本
（
同
５
％
）、
カ
ン
ツ
バ

キ
１９
万
本
（
同
３
％
）
が
上
位

５
樹
種
を
構
成
し
て
い
る
。
サ

ツ
キ
は
２
０
１
８
年
度
ま
で

４
０
０
万
本
台
、
１９
・
２０
年
度

に
３
０
０
万
本
台
、
２１
年
度
よ

り
２
０
０
万
本
台
へ
供
給
力
を

下
げ
て
い
る
。

な
お
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
の
タ
マ
リ
ュ

ウ
は
鉢
径
７
・
５
㎝
、
５
芽
立

の
規
格
の
他
に
、
マ
ッ
ト
栽
培

に
よ
る
供
給（
露
地
７
，９
８
０

㎡
、
コ
ン
テ
ナ
２
５
，０
０
０

㎡
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
の
総
数
は
前

年
度
に
対
し
１
・
４
ポ
イ
ン
ト

減
少
と
な
り
、
対
２
０
２
３
年

度
比
は
露
地
物
９４
・
２
％
の

減
、
コ
ン
テ
ナ
物
１
０
０
・

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
（
図

―
２
）。
２
０
２
４
年
度
露
地

栽
培
物
の
対
前
年
度
比
の
内
訳

は
、高
木
９５
・
９
％
、低
木
９３
・

３
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に

低
木
の
減
産
が
全
体
の
動
き
に

影
響
し
て
い
る
。

﹇
需
要
の
動
向
﹈

「
建
設
工
事
施
工
統
計
調

査
」（
国
土
交
通
省
）
に
よ
る

と
、
２
０
２
２
年
度
の
造
園
工

事
完
成
工
事
高
は
５
，３
５
４

億
円
、
前
年
度
比
２２
・
３
％
と

大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
造
園
工
事
業
種
が

元
請
で
受
注
し
て
い
る
金
額
は

２
，６
７
２
億
円
と
こ
ち
ら
も

前
年
度
に
比
べ
９
・
６
％
増
加

し
て
い
る
。
元
請
比
率
は
４９
・

９
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ

５
・
８
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い

る
。ま

た
、
２
０
２
２
年
度
の
元

請
完
成
工
事
高
を
発
注
者
別
に

み
る
と
、
公
共
は
１
，２
５
４

億
円
（
４６
・
９
％
）、
民
間
は

１
，４
１
８
億
円（
５３
・
１
％
）

と
な
り
、
民
間
の
発
注
額
が
公

共
を
６
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
る
（
図
―
３
）。

な
お
、
造
園
工
事
業
を
含
む

総
合
工
事
業
８
業
種
全
体
の
完

成
工
事
高
は
前
年
度
に
比
べ

５
・
４
％
増
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
造
園
工
事
業
の
完
成

工
事
高
の
増
加
が
際
立
っ
て
い

る
。公

共
工
事
の
全
体
的
状
況

を
、「
公
共
工
事
前
払
金
保
証

統
計
」（
北
海
道
・
東
日
本
・

西
日
本
建
設
業
保
証
㈱
）
に

よ
っ
て
検
討
す
る
。
２
０
２
３

年
度
の
件
数
は
２
２
１
，８
０

４
件
、
前
年
度
に
比
較
し
１
・

１
％
の
減
、
請
負
金
額
は
１４
兆

７
，４
０
５
億
円
、
前
年
度
に

比
べ
５
・
３
％
増
と
な
っ
て
い

る
。
発
注
者
別
で
は
、
市
区
町

村
が
最
も
大
き
く
件
数
で
４８
・

１
％
、
請
負
金
額
で
３４
・
７
％

を
占
め
て
い
る
。
２
番
目
は
都

道
府
県
が
各
々
４０
・
３
％
、

２９
・
２
％
と
な
る
。
地
域
別
に

は
、
関
東
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き

く
件
数
で
２２
・
１
％
、
請
負
金

額
で
２６
・
２
％
を
占
め
る
。
造

園
植
栽
工
事
に
結
び
つ
き
の
強

い
公
園
お
よ
び
道
路
工
事
の
請

負
金
額
に
つ
い
て
、
道
路
部
門

は
３
兆
９
，３
３
４
億
円
、
対

前
年
度
比
１
０
２
・
５
％
と
増

加
、
公
園
部
門
は
５
，３
５
５

億
円
、
対
前
年
度
比
１
０
４
・

２
％
と
や
は
り
増
加
し
て
い

る
。「

全
国
屋
上
・
壁
面
緑
化
施

工
実
績
調
査
」（
国
土
交
通

省
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年

に
約
１５
・
６
ha
の
屋
上
、
約

４
・
４
ha
の
壁
面
が
新
た
に
緑

化
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
積

で
、
屋
上
は
約
５
９
７
ha
、
壁

面
は
約
１
１
９
ha
が
整
備
さ
れ

た
。
建
物
用
途
別
に
み
る
と
、

累
積
で
屋
上
は
住
宅
／
共
同
住

宅
（
１
１
６
・
４
ha
、
１９
・

６
％
）、
商
業
施
設
（
７９
・
４

ha
、
１３
・
４
％
）、
教
育
文
化

施
設（
７７
・
４
ha
、
１３
・
０
％
）

が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
壁
面

は
商
業
施
設
（
３２
・
７
ha
、

２７
・
５
％
）、
工
場
・
倉
庫
・

車
庫（
１９
・
０
ha
、１６
・
０
％
）、

教
育
文
化
施
設
（
１２
・
７
ha
、

１０
・
７
％
）
の
順
と
な
る
。

屋
上
緑
化
に
使
用
さ
れ
る
植

栽
材
料
の
形
態
別
累
積
面
積
を

み
る
と
、
セ
ダ
ム
を
主
に
植
栽

２６
・
７
％
、
芝
生
を
主
１７
・

２
％
、
そ
の
他
草
本
１０
・
４
％

な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
壁
面
緑

化
の
累
計
面
積
は
、
や
は
り
ツ

ル
性
植
物
を
主
７３
・
２
％

（
８６
・
４
ha
）、
ツ
ル
性
を
除

く
草
本
を
主
８
・
２
％
（
９
・

７
ha
）、
ツ
ル
性
を
除
く
樹
木

を
主
４
・
２
％
（
５
・
０
ha
）

と
な
る
。

東
京
都
は
今
年
４
月
か
ら
都

市
開
発
諸
制
度
を
改
定
、
ベ
イ

エ
リ
ア
の
立
体
的
な
緑
の
整
備

を
促
す
。
緑
化
率
を
４０
％
か
ら

５０
％
に
引
上
げ
、
算
定
に
あ
た

り
、
低
層
部
の
テ
ラ
ス
な
ど
に

建
物
利
用
者
が
体
感
で
き
る
緑

を
設
け
る
場
合
は
緑
化
面
積
を

割
増
す
る
。
道
路
、
公
園
、
水

域
な
ど
、
公
共
的
な
空
間
に
面

す
る
壁
面
等
（
高
さ
２０
ｍ
ま

で
）
の
１０
％
以
上
の
緑
化
を
義

務
付
け
る
。
脱
炭
素
、
景
観
に

配
慮
す
る
緑
の
充
足
が
期
待
で

き
る
。

「
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計

調
査
（
大
手
５０
社
）」（
国
土
交

通
省
）
を
も
と
に
、
民
間
の
建

築
・
土
木
工
事
の
動
向
を
把
握

す
る
。
２
０
２
３
年
度
の
受
注

高
は
１２
兆
５
，３
６
０
億
円
、

民
間
工
事
は
、
不
動
産
業
、
運

輸
業
、
郵
便
業
、
鉱
業
、
採
石

業
、
砂
利
採
取
業
、
建
設
業
等

が
増
え
、
３
年
連
続
で
増
加
し

て
い
る
。

令
和
６
年
９
月
３
日
㈫
、
協

会
会
議
室
に
お
い
て
環
境
緑
化

樹
木
識
別
検
定
資
格
認
定
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

資
格
認
定
委
員
会
は
７
月
１３
日

㈯
に
実
施
し
た
樹
木
識
別
検
定

（
１
０
０
種
の
樹
木
に
つ
い
て

枝
葉
だ
け
を
見
て
正
し
い
名
前

を
答
え
る
検
定
）
の
点
数
に
応

じ
て
級
位
を
認
定
す
る
委
員
会

で
す
。

会
議
冒
頭
の
挨
拶
に
立
っ
た

高
梨
雅
明
委
員
長（（
一
社
）
公

園
緑
地
協
会
会
長
）
は
「
地
球

温
暖
化
、
C
O
２

削
減
に
効
果

の
あ
る
緑
化
を
促
進
す
る
た
め

に
、
こ
の
識
別
検
定

は
非
常
に
有
効
で

す
」
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
で
１６
回
を

数
え
る
環
境
緑
化
樹

木
識
別
検
定
は
３５
名
の
方
が
受

検
さ
れ
、
造
園
会
社
、
設
計
会

社
、
官
公
庁
、
樹
木
医
関
係
団

体
、
学
生
と
幅
広
い
層
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

受
検
平
均
点
は
６４
・
９
点
で

令
和
４
年
度
に
次
ぐ
高
い
平
均

点
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
過

去
に
受
検
さ
れ
た
方
が
複
数
人

再
受
検
さ
れ
、
習
熟
度
を
上
げ

ら
れ
た
こ
と
が
一
因
と
考
え
ま

す
。
最
高
点
は
９４
点
で
㈱
新
松

戸
造
園
の
戸
村
優
太
氏
、
サ
ン

コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
の
松

本
啓
吾
氏
が
記
録
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
検
定
で
は
最
年
少
と

な
る
小
学
２
年
生
の
岩
邊
陽
義

（
い
わ
な
べ
は
る
よ
し
）
さ
ん

が
検
定
に
挑
ま
れ
た
こ
と
が
大

き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
な
り
ま
し

た
。
岩
邊
さ
ん
は
公
園
に
落
ち

て
い
る
松
ぼ
っ
く
り
や
ド
ン
グ

リ
を
見
て
、
ど
の
木
か
ら
落
ち

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
今

で
は
樹
木
全
般
に
興
味
が
広

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

級
位
認
定
協
議
が
完
了
し
た

後
は
、
造
園
各
団
体
の
委
員
の

方
か
ら
こ
の
樹
木
識
別
検
定
を

啓
発
す
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き

か
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
意
見
と
し

て
、
⑴
１
級
合
格
者
を
組
織
化

し
て
、
人
材
育
成
を
図
る
、
⑵

ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
り
展
開
で
き
る

よ
う
、
制
度
規
程
を
整
理
し
、

資
格
の
意
義
・
効
果
を
世
間
に

訴
求
す
る
、
⑶
特
に
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
界
と
コ
ラ
ボ

し
、
研
修
会
な
ど
を
催
す
な
ど

よ
り
密
接
な
関
係
を
築
く

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

ま
し
た
。

環
境
緑
化
樹
木
識
別
検

定
実
施
委
員
会
で
は
頂
い

た
意
見
を
基
に
、
資
格
の

価
値
向
上
と
活
動
の
普
及

促
進
に
向
け
て
力
を
注
い

で
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
ご
支
援
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

令
和
６
年
度

都
道
府
県
別
緑
化
樹
木

供
給
可
能
量
調
査

結
果
報
告

（
一
財
）
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー

理
事

瀧

邦

夫

環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
実
施
委
員
会

第
１６
回
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

資
格
認
定
委
員
会
を
開
催

史上最年少受検の
岩邊陽義さん

図－１ 形態別の供給可能量（単位：千本・鉢）
［２０２４年度：３６,１４３千本・鉢］

図－２ 露地・コンテナ栽培の推移（単位：千本・鉢）

図－３ 発注者別元請完成工事高の推移（単位：億円）

資格認定委員会の委員の方々

枝葉の特徴から正答を目指す樹木識別検定
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◆プロフィール
広島市植物公園勤務ののち、現在は大阪市の咲くやこ
の花館に勤務。大阪府立大学大学院農学生命科学研究
科修了。博士（農学）。ペラルゴニウム属やベゴニア属な
どの鉢花や草花一般に造詣が深く、特に変わり葉ゼラ
ニウム研究の第一人者。「NHK 趣味の園芸」の番組・テ
キストや、各地での講演など家庭園芸ファンへの普及に
日々努めている。『NHK趣味の園芸 12か月栽培ナビDo 
花苗をふやす タネまき・さし木・株分け』など著書多数。島 田  有紀子島 田  有紀子

しまだ ゆきこしまだ ゆきこ

連載「植物園だより」 

去
る
９
月
２０
日
㈮
・
２１
日
㈯

の
両
日
、
令
和
６
年
度
新
樹
種

部
会
主
催
の
研
修
会
を
大
阪
府

南
部
と
和
歌
山
県
の
桃
山
エ
リ

ア
を
巡
る
か
た
ち
で
、
新
樹
種

部
会
員
を
対
象
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
ク
ラ
ク
ラ
す
る
ほ
ど

の
好
天
（
両
日
と
も
最
高
気
温

３７
度
）
に
も
恵
ま
れ
、
部
会
員

２１
名
・
そ
の
他
協
会
員
６
名
・

賛
助
会
員
１
名
・
事
務
局
か
ら

１
名
と
い
う
、
計
２９
名
の
参
加

で
賑
や
か
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
目
的
地
は
大
き
く
２

エ
リ
ア
①
大
阪
南
部
の
部
会
研

修
と
し
て
は
訪
れ
た
こ
と
の
無

い
会
員
農
場
の
訪
問
②
協
会
員

の
い
な
い
桃
山
の
植
木
生
産
組

合
員
の
圃
場
視
察
で
し
た
。

開
催
当
日
は
１２
時
１５
分
に
新

大
阪
駅
南
口
に
集
合
。
１２
時
３０

分
に
小
回
り
の
利
く
グ
ラ
ン
ド

ハ
イ
エ
ー
ス
２
台
と
ミ
ニ
バ
ン

に
分
乗
し
出
発
。
１
件
目
の
訪

問
先
に
て
３
台
の

関
西
生
産
者
と
も

合
流
。
大
阪
府
堺

市
の
杉
田
園
様
の

暑
さ
に
強
い
新
樹

種
を
３
か
所
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
の

様
々
な
質
問
に
園

主
自
ら
お
答
え
い

た
だ
き
高
評
価
を

頂
戴
し
て
い
ま
し

た
。
２
件
目
は
、

河
内
の
古
川
庭
樹

園
様
へ
と
移
動

し
、
圧
巻
の
圃
場

を
園
主
に
ご
案
内

と
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
府
内
外

の
多
く
の
造
園
屋

が
材
料
を
求
め
て

来
る
生
産
圃
場
で

は
、
今
後
を
見
据

え
た
樹
種
選
定
と

仕
立
て
方
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
出

荷
場
で
は
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

品
揃
え
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

宿
泊
を
伴
う
研
修
会
で
し
た

の
で
、
和
歌
山
市
内
へ
移
動
し

た
後
は
翌
日
に
訪
問
す
る
桃
山

町
植
木
組
合
の
方
々
も
お
招
き

し
て
賑
々
し
く
意
見
交
換
会
を

含
め
た
懇
親
会
を
開
催
。
前
日

に
懇
親
会
会
場
が
変
更
に
な
る

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
朝
は
０８
時
に
和
歌
山
駅
東

口
を
出
発
。
桃
山
町
植
木
組
合

の
出
荷
場
に
て
出
荷
サ
ン
プ
ル

を
見
せ
て
い
た
だ
き
担
当
職

員
４
名
に
よ
る
組
合
の
体
制

や
生
産
品
目
に
つ
い
て
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
生
産
組
合
員

の
迷
路
の
よ
う
な
畑
を
数
か

所
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し

た
。
７
台
で
の
移
動
と
も
な

る
と
信
号
待
ち
で
離
さ
れ
た

り
迷
い
そ
う
に
も
な
り
ま
し

た
が
、
各
車
と
ラ
イ
ン
通
話

で
繋
が
っ
て
目
的
圃
場
の
位

置
をG

oogleM
ap

で
詳
細

に
位
置
図
を
送
り
合
い
な
が

ら
、
無
事
に
最
終
行
程
ま
で

見
学
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
見
せ
て
も
ら
う
機

会
も
あ
る
協
会
員
の
圃
場
と

は
違
っ
た
趣
向

が
あ
り
、
生
産

方
法
も
土
地
に

合
っ
た
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
た

事
に
感
心
し
き

り
で
し
た
。

今
回
の
研
修

は
他
団
体
と
の

交
流
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
事

務
局
か
ら
１
名

の
補
助
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

関
西
生
産
者
の
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

も
３
台
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
と
考
察
を
し
て
会
員
の
有

益
な
研
修
会
を
来
年
度
も
計
画

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝

の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
と
共

に
、
今
後
と
も
ご
協
力
ご
参
加

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新卒で広島市植物公園に就職し、現在は大阪市の咲くやこの花館と、四半世紀
を超えて植物園に携わってきたため、植物園にはひとかたならぬ愛着がありま
す。「植物園だより」の第１回目は、植物園の歴史と役割についてご紹介したい
と思います。
植物園の起源については諸説ありますが、紀元前３世紀頃、世界最古で最大の

アレクサンドリア図書館には薬
草園が併設しており、植物ごと
に分類して栽培されていたのが
植物園のはじまりと言われてい
ます。ハーバリウム（標本庫）
も備えていたそうです。
その後の植物園の歴史はヨー
ロッパが中心で、中世ヨーロッ
パの修道院は病気の治療が主な
役割だったため、薬用植物を栽
培するための薬草園をもち、植
物の研究も行われていました。
１３世紀にはローマ法王ニコラウ
ス３世によって大規模な薬草植
物園としてバチカン植物園が造
られました。
１６世紀になると、有用植物だ
けでなく珍しい植物の収集や美
しい花を咲かせる植物を集めた
庭園としての植物園も誕生しま
す。１５４５年に造られたイタリア
のパドヴァ植物園は植物学研究
のための植物園としては最古の
ものです。（１５４４年に創設され
たイタリアのピサ植物園は１５９１
年に移転。）その後も、オラン
ダのライデン大学植物園、パリ
植物園などヨーロッパの伝統的
な植物園が開園しました。
ヨーロッパ人がアジア、アフ
リカ、アメリカ大陸などに航海
した１５世紀半ばから１７世紀半ば
の大航海時代にはプラントハン
ターによってそれまでヨーロッ
パでは知られていなかった植物
が持ちこまれました。１６世紀後
半から１７世紀にかけて、ガラス
の生産技術の向上と暖房設備の

ある温室が設置され、熱帯地方から持ち帰った植物の栽培、繁殖が可能になりま
した。１８世紀から１９世紀になると、イギリスやオランダ、フランスなどヨーロッ
パの列強は熱帯のスパイスなど有用植物を巡って進出、衝突しました。やがて熱
帯植物の栽培は熱帯地方で行うほうが効率的であることから、それぞれの植民地
に植物園を造って、栽培や繁殖が行われました。イギリスはインドにカルカッタ
植物園（現在のインド国立植物園）を、オランダはインドネシアにボゴール植物
園を開設し、植民地経営の拠点としました。また、本国の植物園も植民地から収
奪した富によって、イギリスのキュー植物園に代表されるような世界中の植物を
集めた大植物園に発展していきました。
第２次世界大戦後、植民地は独立し、特権階級や国の政策のための植物園は庶
民のための教養とレクリエーションを兼ね備えた文化施設として発展していきま
す。
一方、日本最古の植物園は「小石川植物園」の名称で親しまれる東京大学大学
院理学系研究科附属植物園です。前身は貞享元年（１６８４）に徳川幕府が設けた「小
石川御薬園（こいしかわおやくえん）」で、薬効のある植物を収集栽培するための
研究施設でしたが、明治１０年（１８７７）に東京大学の附属植物園となり一般にも公
開されるようになりました。２０２３年春の NHK朝ドラ「らんまん」をご覧になっ
た方は覚えていらっしゃると思いますが、牧野富太郎や松村任三（初代園長）と
いった日本の植物学の礎を築いた植物学者らが活躍した場所です。ちなみに「植
物園」という呼称は福沢諭吉の『西洋事情・初編』（１８６６）が初見で、彼は幕末
の文久遣欧使節としてヨ
ーロッパを視察したとき
に、とりわけ温室に関心
を抱いたようで、博物館
の一つとして初めて日本
に紹介されました。
最後に、現代の植物園
が果たす役割には、①植
物の収集や栽培・保存、
②植物に関する調査・研
究、③植物に関する展
示、教育と普及、④憩い
の場の提供の４つがあげ
られます。現在は④の公
園的要素やレクリエー
ション要素が色濃くなっ
ている植物園が多い傾向
にありますが、一方で環
境破壊が問題視されてい
る今日、生物多様性保全
などの環境課題や SDGs
などの社会的課題などに
も取り組んでいます。

桃山町植木組合の出荷場

令
和
６
年
度

新
樹
種
部
会
会
員
研
修
会
報
告

広島市植物公園

咲くやこの花館（大阪市）

研
修
委
員
会

研
修
委
員
長

眞
鍋

憲
太
郎

（
眞
鍋
庭
園
苗
畑
・
北
海
道
）

古川庭樹園圃場での集合写真

古川庭樹園 時代を読む
古川元一さんの説明

ライデン大学植物園
シーボルトを記念した日本庭園にあるシーボルト像

パリ植物園
敷地内には国立自然史博物館（写真奥）が併設されている

キュー植物園のパームハウス

杉田園 新しい樹種栽培に熱心な
杉田高歳さん



（第507号）緑 化 通 信2024年（令和６年）10月25日 金曜日（3）

素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

㉕ツタウルシ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

今回のスケッチは「ツタウルシ Toxicodendron orientale（Rhus ambigua）」。九州～北海道、日本全土に自生するウルシ科ウルシ
属の落葉つる性植物で、接触すると皮膚がかぶれてしまう有毒物質を含んでいます。皆さんも一度はかぶれたことがあるのでは
ないですか？「ヤマウルシ Toxicodendron trichocarpum（Rhus trichocarpa）」よりもかぶれるのではないかとも言われていますが、
実際に比較してみたことがないので、分かりません。誰か調べてみませんか？私は皮膚が特に弱いので・・・無理です。漆（う
るし）に強い人は、樹液を皮膚に付けてもかぶれないそうです。また、漆塗り職人は樹液を
飲んで鍛える？ そうですが、全く信じられません。私は・・・無理です。それから、漆の
樹液に含まれる有害物質（ウルシオール）は燃やしてもそのまま気化するみたいなので、注
意が必要です。最近は、落葉焚きなどをする機会が無くなりましたが、湯気にも注意しなけ
ればいけません。

このスケッチは、三陸海岸の北側にある種差海岸に行った時に、紅葉が特に美しかったので、描きました。海が近いことのあり、
葉が肉質で光沢があり、まるで常緑樹のようでした。以前、三陸海岸について書きましたが、大陸プレートの影響で陸地が海に落
ち込んでいる地形のために、山地の植物が海岸際まで自生しています。このツタウルシも潮風の影響を受け、順化？ 変化？ 変異？
しているのです。もっとよく観察しようと思いましたが、スケッチを描いているうちに身体中の皮膚が・・・無理でした。
ちなみに、ツタウルシは雌雄異株で、雌木は秋に、乳白色のしわのある小さな果実を数個着けますが、どうやって種子散布が行
われていると思います？ 実は、野鳥なのです。全然美味しく見えないし、かぶれそうじゃないですか。食べる果実が少なくなっ
た冬に、ツグミが食べているところを偶然見ることが出来ました。かぶれている様子はありませんでしたが、鳥肌になっていると
思います。きっと、そうだと思います。
また、ツタウルシの葉は、基本、三出複葉ですが、三裂の葉もあり、混ざったりもしますよね。千葉県のとある場所で見たツタ
ウルシは、小葉５枚の羽状複葉でした。まるで、ヤマウルシが這っているようで、変異？ 親返り？ 雑種？ とても不思議だった
ので、枝を持ち帰りたかったのですが、皮膚の弱い私には・・・無理でした。
いろいろと書きましたが、植物に対する興味は尽きませんね。だから、楽しいです。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

問い合わせ 川原田邦彦 確実園園芸場（茨城県） ☎０２９‐８７２‐００５１

ヒガンバナ‘黒法師’

ショウキズイセン

リコリス スプレンゲリー

リコリス 品種

ヒガンバナ‘ピンク花’

ヒガンバナ

さつま美人

リコリス スプレンゲリー

リコリス スペラード

エルジアエ

リコリス スペラード

ヒガンバナ

オミナエシ

リコリス オーレア

リコリス ジャクソニア

真夏のクリスマス

オオキツネノカミソリ

リコリス インカルナータ

黒八重

日本ではあまり好まれない種類です。毒があることも理由の一つ
でしょう。別名の曼珠沙華はいいのですが、死人花（シビトバナ）
というものもあります。しかし、それを利用して、田んぼの畔など
に植え、もぐら予防をしたり、また、江戸時代飢饉の時、球根の灰
汁を抜いて食用にして、飢饉を乗り切ったことも知られています。
中国原産で、以前は３倍体が日本には渡来しており、種子ができま
せんでしたが、近年種子のできるものが導入されています。
海外では人気が高く、育種で多くの品種が作出されており、日本
でも育種されています。やや寒さに弱いものもあるので、植栽には
注意が必要です。
近年、日本原産のキツネノカミソリ、オオキツネノカミソリ、ム
ジナノカミソリが注目されています。基本種のオレンジ色の花はも
ちろん、白花、八重咲等注目されています。

ナツズイセン

リコリス 品種

スノーフェアリー

リコリス アルビフローラ
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学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

マ
イ
ス
タ
ー
科　

造
園
緑
化
コ
ー
ス

花き装飾コースの授業風景

令
和
６
年
７
月
２６
日
に
福
岡

県
に
て
、
青
年
部
会
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
福
島
啓
輔

さ
ん
・
久
光
泰
輔
さ
ん
・
梶
村

建
太
さ
ん
に
ア
テ
ン
ド
を
頂

き
、
福
岡
県
の
３
社
園
と
星
野

村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
㈱
筑
紫

植
物
園
の
圃
場
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
１
本
１
本
間

隔
を
空
け
て
仮
植
し

て
あ
る
の
で
見
や
す

い
こ
と
も
あ
り
、
会

員
か
ら
の
質
問
も
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
ア
オ
ハ
ダ
は

枯
れ
に
く
い
工
夫
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し

た
。次

に
㈱
野
口
農
園

で
は
コ
ン
テ
ナ
圃
場

を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
効
率
よ

く
考
え
ら
れ
た
圃
場

整
備
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
作
業

道
で
は
軽
ト
ラ
が
往
来
で
き
、

回
転
率
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
作
業
場
で
は
大

き
な
木
製
の
箱
を
手
作
り
さ

れ
、
８
人
同
時
に
植
替
え
等
の

手
作
業
が
行
え
る
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
㈲
カ
ジ
ム
ラ
フ
ァ

ー
ム
で
は
圃
場
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
オ
リ
ー
ブ
生

産
の
質
と
量
に
驚
き
ま
し
た
。

生
産
を
す
る
う
え
で
の
苦
労
話

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
な

ど
、
現
場
目
線
で
の
話
に
は
、

学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

星
野
村
で
は
、
お
も
に
ハ
イ

ノ
キ
・
ソ
ヨ
ゴ
を
視
察
し
ま
し

た
。
丁
寧
に
作
ら
れ
た
樹
木

は
、
ど
の
木
を
持
っ
て
い
っ
て

も
工
事
屋
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
よ

う
な
品
質
で
し
た
。

１
日
間
の
短
い
時
間
で
し
た

が
、
訪
れ
た
圃
場
は
ど
こ
も
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
生

産
・
管
理
技
術
の
高
さ
に
感
銘

し
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員

も
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
今

後
の
各
社
園
の
事
業
の
向
上
に

な
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し

い
中
、
当
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の

実
現
に
ご
協
力
賜
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福
岡
県

支
部
会
員
に
あ
ら
た
め
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
花
と
緑
の
学
校

岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ

ミ
ー
は
２
０
０
４
年
、
岐
阜
県

可
児
市
に
開
学
し
た
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
岐
阜
県
立
の
専
修

学
校
で
、
実
践
的
な
学
習
を
重

視
し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
て
い
ま
す
。
修
業
年

限
は
２
年
間
、総
定
員
４０
名（
１

学
年
２０
名
）
の
マ
イ
ス
タ
ー
科

に
は
、
花
き
の
生
産
技
術
や
、

生
産
現
場
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

方
法
等
に
つ
い
て
学
ぶ
「
花
き

生
産
コ
ー
ス
」、
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
等
の
花
き
装
飾
技
術
や

植
物
の
管
理
方
法
等
に
つ
い
て

学
ぶ
「
花
き
装
飾
コ
ー
ス
」、

造
園
・
緑
化
に
関
す
る
デ
ザ
イ

ン
、
設
計
、
施
工
管
理
技
術
等

に
つ
い
て
学
ぶ
「
造
園
緑
化
コ

ー
ス
」
の
３
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

分
業
・
分
化
が
進
む
現
代
に

お
い
て
、
専
門
的
な
知
識
や
技

術
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
よ

り
広
く
「
花
と
緑
」
に
つ
い
て

学
ぶ
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
学
生
は
１
年
次
前
期

で
は
幅
広
く
各
コ
ー
ス
の
授
業

を
受
講
し
、
基
礎
と
な
る
「
花

と
緑
」
の
知
識
や
技
術
を
総
合

的
、
横
断
的
に
学
び
ま
す
。
１

年
次
後
期
か
ら
は
専
攻
し
た
コ

ー
ス
の
授
業
を
履
修
し
な
が

ら
、
次
第
に
高
度
な
専
門
性
を

取
得
し
ま
す
。
例
え
ば
、
花
の

生
産
者
を
目
指
し
、
花
き
生
産

コ
ー
ス
を
専
攻
す
る
予
定
の
学

生
で
も
、
１
年
次
前
期
は
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
つ
く

り
、
庭
園
で
植
栽
を
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
作
り
手
と
使

い
手
の
両
方
の
視
点
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
年
次

後
期
か
ら
も
他
の
コ
ー
ス
の
授

業
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
に
と
っ
て
自
身
の
専
攻
コ

ー
ス
の
知
識
や
技
術
に
加
え

「
プ
ラ
ス
α
」
の
強
み
と
な
り

ま
す
。

２
．
各
専
攻
コ
ー
ス
の
紹
介

⑴
花
き
生
産
コ
ー
ス

新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
種
を
ま
く

花
き
生
産
コ
ー
ス
で
は
、
学

生
自
ら
栽
培
計
画
・
圃
場
管
理

を
行
い
、
生
産
物
の
市
場
出
荷

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
に
よ
り

植
物
を
「
商
品
」
と
し
て
扱
う

考
え
方
も
身
に
付
け
、
生
産
現

場
に
お
け
る
総
合
的
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
能
力
を
養
成
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
企
業
や
大
学
と
連

携
し
、
商
品
開
発
や
ス
マ
ー
ト

農
業
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
花

き
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
関

す
る
実
践
的
な
研
究
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
課
題
解
決
能

力
を
高
め
ま
す
。

⑵
花
き
装
飾
コ
ー
ス

そ
の
花

を
語
れ
る
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
に

な
る

忙
し
い
現
代
社
会
に

お
い
て
、
美
し
い
花
を

飾
る
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
心
を
癒
せ
る
デ

ザ
イ
ン
が
益
々
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
を
癒

せ
る
こ
と
の
デ
ザ
イ
ン

を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
１
本
１
本
の
花
・

１
鉢
１
鉢
の
植
物
ら
の

特
性
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、

技
術
の
基
本
を
土
台
に
経
験
を

重
ね
る
事
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
基
本
か
ら
実
践
的
な
授
業

で
作
品
制
作
を
繰
り
返
し
、
想

像
力
、
実
践
力
あ
る
フ
ロ
ー
リ

ス
ト
や
グ
リ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

⑶
造
園
緑
化
コ
ー
ス

花
と
緑

の
造
園
空
間
の
創
造

造
園
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）

は
主
に
植
物
や
石
材
、
木
竹
と

い
っ
た
自
然
素
材
を
使
い
な
が

ら
、快
適
環
境（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）

を
創
造
す
る
こ

と
で
す
。
庭
園

や
公
園
、
街
路

樹
、
屋
上
・
壁

面
緑
化
、
ビ
オ

ト
ー
プ
等
と

い
っ
た
造
園
空

間
は
、
人
々
に

潤
い
と
安
ら
ぎ

を
も
た
ら
し
、

環
境
を
改
善
し

ま
す
。
造
園
緑

化
コ
ー
ス
で
は
こ
れ
ら
空
間
を

設
計
、
施
工
、
管
理
・
運
営
す

る
た
め
の
知
識
や
技
術
、
感
性

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

３
．
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

①
職
業
意
識
を
身
に
つ
け
る

と
と
も
に
、
最
新
の
知
識
・
技

能
を
習
得
す
る

②
社
会
人
、

企
業
の
一
員
と
し
て
の
心
構

え
、
マ
ナ
ー
を
体
得
す
る

③

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る

を
ね
ら
い
と
し
て
、
本
学

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。１
年
後
期（
必

修
）に
１０
日
間
、
２
年
前
期（
選

択
）に
７
日
間
、
２
年
後
期（
必

修
）
に
１５
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

４
．
県
営
公
園
内
の
実
習
フ
ィ

ー
ル
ド
と
実
践
教
育
フ
ィ
ー

ル
ド

近
隣
の
県
営
公
園
で
あ
る
ぎ

ふ
ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
内
に
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
実
践
教
育

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。
屋

外
の
実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
花

壇
エ
リ
ア
、
造
園
緑
化
エ
リ

ア
、
園
芸
福
祉
エ
リ
ア
が
、
室

内
の
実
践
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
に

は
、
展
示
販
売
ス
ペ
ー
ス
、
研

修
室
、
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

す
べ
て
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
を
有
す
る

施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

改
修
整
備
し
た
も
の
で
す
。
来

園
者
に
も
楽
し
ん
で
頂
く
と
同

時
に
、
学
生
が
育
て
た
花
等
を

展
示
・
販
売
す
る
等
実
践
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル

ド
で
す
。

な
お
、
造
園
緑
化
エ
リ
ア
で

は
、
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
に

お
い
て
グ
ル
ー
プ
で
作
庭
を
し

て
い
ま
す
。平
成
３０
年
か
ら「
里

山
」
を
全
体
の
テ
ー
マ
と
し

て
、
毎
年
、
庭
を
拡
張
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
作
品
は
「
人

と
自
然
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に

石
張
り
と
囲
炉
裏
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
植
栽
桝
を
取
り
入
れ
た
設

計
・
施
工
で
し
た
。
学
生
が
制

作
し
た
作
品
が
、
公
園
に
残

り
、
来
園
者
の
目
に
触
れ
る
の

は
、
学
生
に
と
っ
て
良
い
刺
激

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

５
．
学
外
の
活
動

昨
年
度
開
催
さ
れ
た
技
能
五

輪
全
国
大
会
で
は
、
学
生
が
フ

ラ
ワ
ー
装
飾
と
造
園
の
職
種
に

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
造
園

職
種
で
は
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
連
携
と
し

て
企
業
や
市
町
村
と
の
連
携
に

も
力
を
入
れ
て
お

り
、
昨
年
度
の
卒
業

研
究
・
卒
業
制
作
で

は
、
企
業
と
の
連
携

と
し
て
「
生
分
解
性

ポ
ッ
ト
」
の
商
品
開

発
や
、
市
町
村
と
の

連
携
で
は
「
旧
家
庭

園
の
改
修
計
画
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

造園緑化コースの授業風景

ぎふワールド・ローズガーデンでの作庭実習

青
年
部
会
だ
よ
り

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
報
告

青
年
部
会

倉

本

政

信

（
㈱
柏
松
園
・
広
島
県
）

職
業
園
芸
人
を
目
指
す
人
へ

花
と
緑
の
仕
事
、
そ
の
喜
び
を
共
に

㈲カジムラファーム㈱野口農園にて

星野村

㈱筑紫植物園

国際園芸アカデミー全景

花き生産コースの授業風景

技能五輪全国大会（造園職種）敢闘賞
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熊本県（阿蘇郡）

インタビュー時に出してくれた祖母 三千代さんのおもてな
し。大ササの葉で巻いた手作りのちまきは、お醤油を付けて
頂きました。美味しかったです。

どのような植木を生産しているのですか？
公則さん：「うちはケヤキ、サクラ、モミジ等の落葉
高木を父の時代から生産しています。また最近はクヌ
ギ、コナラ等の雑木類も多く生産しています。やはり
昔から適地適産と言われているように、この辺は冬の
寒さが厳しいので常緑樹は難しく、落葉樹の生産がメ
インです。九州の北海道と言われています」。

忙しい時期は？
匠さん：「１１月～４月頃までは、仮植や出荷で忙しい
ので従業員さんを増やしますが、夏場の畑の管理を怠
ると冬の仮植や出荷に支障が出るので、結局、一年中
大変です（笑）。また、九州地方の一番の天敵は台風
です。台風によって莫大な被害を及ぼすので、台風前
には防風対策を徹底します。阿蘇の土は火山灰土で雨
が降ると浸透性が良い為、土が柔らかくなり、さらに
強風が吹くと植木が倒れやすくなります。例えば、サ
クラの苗木はほとんどが接ぎ木なので、その継ぎ目は
折れやすいので、台風が近くなると畑に１列ごとにテ
ープを張って、そのテープに１苗ごと誘引する作業も
大変です。他の植木屋さんもやっているでしょうが、
阿蘇の土は柔らかい分、しっかり対策を取っていま
す」…相当な手間が掛かっているのですね。

森のような畑ですね。
公則さん：「そう
なんです。最近は
自然な樹形の植木
がお客様から求め
られるので、息子
に任せて私は口を
出せなくなりまし
た。私であれば伐
採して処分するよ
うな樹形のもの
が、今の時代は主
流で売れるようで
す。例えば３mも
下枝が全くない物
干し竿と呼ばれる
ような樹形や、曲
がった樹形等も好
ま れ る よ う で
す」。

そのような樹形を作る方法があるのですか？
公則さん：「山採りの木のように、自然に任せている
ような植木ですが、ただ放っている訳ではなく、剪定
や肥料等の肥培管理はちゃんとしています。個々の持
つ特性を活かす木を作っているということです」…最
近は人だけでなく、木に対しても個性を重要視してい
るのですね。

社園を営むうえでの課題は？
公則さん：「昔は、冬場になれば、農業をされている
方が農閑期の折、１０月～４月頃まで来てもらっていた
のですが、現在は働き手の募集をしてもなかなか集ま
りません。真剣に外国人留学生の受け入れも視野に準
備をしています」。
「植木協会のみならず業界として、後継者問題、人手
不足、植木の値段が何十年も上がらないこと、害獣等、
問題は山積みです」。

まずは後継者問題については？
公則さん：「どこの地域も植木屋さんは後継者不足で
す。私たちは、苗木を仕入れていますが、苗木屋さん
も後継者不足で減少しているので、希望数の苗木を集
めるのも大変です。昔から弊社では接ぎ木や挿し木等
の苗木を作る技術は、他県に頼っています。植木屋さ
んには地域ごとの“持ち場、持ち場”というものがあ
るんです。まずは親が儲かる所を見せれば、どんどん
後継者も続くでしょうがね（笑）」。

害獣問題については？
公則さん：「今は害獣の影響で、家庭菜園もろくに出
来なくなってきています。樹木の芽や樹皮を剥き、特
にイノシシは根元及び、圃場全体を掘り起こします。
８年程前から電柵を２０箇所使用せざるを得なくなって
きました。電柵設置には下草も刈らなくてはいけない
し、面積にもよりますが設置までに１機当り２０万円前
後の費用が掛かります。電柵設置に於いて私達の業界
には助成金がないので協会で働きかけて欲しいです」
…社園さんの所に伺うと色々な問題が見えてきます。

匠さんが後を継いだきっかけは？
匠さん：「最初は父より仕事を手伝ってくれんかい？
と声が掛かり、軽い気持ちで始めたのがきっかけで
す。その後、植木協会に入会し、青年部会員で小学校
での緑育出前授業に参加しま
した。その夜に懇親会があ
り、とても楽しかったです。
また、近隣の㈲リョクシンの
佐藤さんが、何も分からない
私に注文してくれて色々教え
て頂き、この青年部会の人達
と頑張っていこうと決心しま
した。人の繋がりは大切だと
思っています」。

将来については？
匠さん：「先ほど父が植木業界の色々な問題点を挙げ
ていたように、問題は山積みですが、色々と発信して、
少しでも植木協会や緑化業界に貢献していきたいで
す。せっかくこんなに面白い職業なのですから、自分
なりに工夫して植木屋を続けていきたいです」。

お子さんは何歳ですか？将来の植木屋さん
ですかね？

匠さん：「４歳と１歳の男の子で
す。まだ小さいので土や木に触れた
り、クワガタや虫を捕まえたり、今
は自然と親しんでいるといった感じ
です。将来、植木屋さんを継ぎたい！
と言うかもしれないので、それまで
は頑張ってバトンタッチが出来るよ
うにしたいです」。

趣味は？
匠さん：「高校野球を見るのが好きです。実は高校球
児で甲子園を目指していました」。
公則さん：「もし、来年、母校が甲子園に行ったら見
に行っていいよ！１週間でも１０日でも仕事は俺に任せ
ろ！」…よかったですね。

経理のみゆきさんにお聞きします。
みゆきさん：「経理事務を軽い気持
ちで引き受けましたが、私が携わる
前までは、植木の仕事もしながら経
理もしていたかと思うと本当に大変
だったのだろうと感じました」。

従業員さんにお聞きしました。

廣石さん：「以前は花屋に勤めており、私は植物が好
きで自然に触れながら働くことが自分には合っている
ようです。この広いフィールドの中で、仕事するのは
気持ちよく、紅葉も楽しみです」。
甲斐さん：「私も中腰作業は大変でしたが、工夫する
ことで改善出来ましたし、やはり緑に囲まれているの
は体にもいいです」。
林さん：「私たちは緑や木のことはベテランだけど、
今はこの公則会長を応援したいという気持ちと、若手
の指導員として来ています」。
竹内さん：「コンクリート地面の東京は、こんな涼し
い風は来ないだろう？木蔭はいいよ！」…私も本当に
阿蘇の風は気持ちがいいと思いました。…１級造園施
工管理技士の持ち主で趣味は磯釣りだそうです。

シンボルツリーのケヤ
キの下で集合写真

上段左から竹内さん、林さん、社長の伯母みゆきさん、
下段左から廣石さん、甲斐さん、社長の白石匠さん、会長の白石公則さん、
社長の祖母三千代さん

子どもたちのお気
に入りのミヤマク
ワガタ

匠さんの Instagram
約６４００人フォロワー

薪も販売を伸ばしていま
す。

お洒落なトイレ

熊本平野部より平均気温が５度程低く、九州の北海道と言われている阿蘇で、適
地適産として落葉樹を主に生産し、阿蘇の環境（気温・土壌 etc）では成長に時間
が掛かる分、丈夫でしっかりとした根を持つ植木を生産している（株）南阿蘇緑
化を紹介します。

圃場

自然樹形が多い植木畑

社長の白石匠さん

社屋

会長の白石公則さん
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今
回
の
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
は
、
台
風
が
来
て
い

る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
沢
山
の
ご
参
加
及
び
関
係

者
の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
セ

ミ
ナ
ー
は
平
成
１５
年
か
ら
開
催

し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

で
足
か
け
２１
年
の
歳
月
を
刻
む

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
S
D
G
ｓ
な
ど
環

境
問
題
に
世
界
的
に
注
目
が
集

ま
る
中
、
人
と
自
然
の
共
生
の

価
値
観
を
創
造
で
き
る
人
材
育

成
を
目
標
と
し
て
い
る
本
セ
ミ

ナ
ー
は
緑
化
に
対
す

る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
講
座
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

今
年
は
A
コ
ー
ス

９
名

B
コ
ー
ス
１５

名

C
コ
ー
ス
８
名

の
受
講
者
が
集
ま

り
、
協
会
外
か
ら
も

設
計
会
社
か
ら
建
設

会
社
の
方
ま
で
多
く

の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

各
コ
ー
ス
は
野
外

実
習
を
メ
イ
ン
に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
実

地
研
修
を
通
じ
て
植

生
調
査
・
植
生
復
元

な
ど
緑
化
に
不
可
欠

な
技
術
及
び
知
識
を

習
得
し
て
い
ま
す
。

初
目
の
夜
に
は
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行

い
、
普
段
話
す
機
会
が
少
な
い

業
種
の
方
々
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
で
、
受
講
者
同
士
が
一
挙

に
親
密
度
を
増
し
、
相
互
に
情

報
交
換
す
る
な
ど
人
的
交
流
か

ら
も
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年

も
充
実
し
た
研

修
に
な
る
よ

う
、
植
生
調
査

委
員
会
一
同
邁

進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

９
月
１０
日
、
全
国
か
ら
会
員

が
沖
縄
に
集
ま
り
、
植
木
協
会

青
年
部
会
全
国
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で

は
、
沖
縄
の
植
栽
事
例
や
樹
木

生
産
の
現
場
を
訪
問
し
、
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
沖
縄
の
自
然
環
境
や
豊

か
な
植
物
の
多
様
性
に
触
れ
、

普
段
の
業
務
で
は
得
ら
れ
な
い

新
た
な
視
点
や
知
識
を
吸
収
で

き
た
、
大
変
有
意
義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

初
日
は
沖
縄
の
中
部
に
あ

る
、「
東
南
植
物
楽
園
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
本
州

で
は
見
か
け
な
い
種
類
の
様
々

な
ヤ
シ
や
、
南
国
特
有
の
植
物

が
豊
富
に
展
示
さ
れ
、
そ
の
多

様
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
広

大
な
敷
地
に
広
が
る
植
物
の
景

観
は
見
事
で
、
特
に
大
き
な
池

の
周
囲
を
彩
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的
で
し

た
。
蓮
が
浮
か
ぶ
池

か
ら
ヤ
シ
が
生
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
る

風
景
や
、
所
々
に
点

在
す
る
大
き
な
ナ
ン

ヨ
ウ
ス
ギ
の
存
在
感

が
素
晴
ら
し
く
、
心

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

植
物
の
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
は
、

大
い
に
参
考
と
な
り
、
今
後
の

業
務
に
活
か
せ
る
多
く
の
学
び

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ユ
ス
ラ
ヤ
シ
の
並
木
道
は
、

植
物
園
の
名
物
で
、
壮
大
な
並

木
が
続
く
風
景
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
南
国
な
ら
で
は
の
植
物

を
間
近
で
観
察
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
あ
り
、
業
務
の
幅
を
広

げ
る
ヒ
ン
ト
を
多
く
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

夜
に
は
国
際
通
り
で
懇
親
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
三
線
の
生

演
奏
が
流
れ
る
中
、
普
段
会
う

こ
と
の
少
な
い
全
国
の
会
員
の

皆
様
と
交
流
を
深
め
、
植
木
業

界
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う

場
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
出

会
い
や
意
見
交
換
も
あ
り
、
業

界
全
体
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か

に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
行

わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
２
日
目
に
は
、
沖
縄
の

今
帰
仁
村
地
区
の
植
木
生
産
地

を
訪
問
し
ま
し
た
。「
や
ん
ば

る
緑
花
木
」
に
集
合
し
、
近
隣

の
生
産
農
家
を
回
り
、
沖
縄
で

の
生
産
技
術
や
植
物
の
特
徴
に

つ
い
て
直
接
話
を
伺
い
ま
し

た
。
特
に
テ
リ
ハ
ボ
ク
は
バ
イ

オ
燃
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

お
り
、
実
用
的
で
景
観
に
も
役

立
つ
植
物
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
ク
ロ
キ

と
い
っ
た
沖
縄
の
文
化
に
根
付

い
た
植
物
を
目
に
し
、
ク
ロ
キ

が
三
線
の
柄
の
部
分
に
使
わ
れ

る
こ
と
な
ど
、
植
物
と
地
域
文

化
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
ヤ
エ
ヤ
マ
ヤ
シ
や

コ
バ
テ
イ
シ
な
ど
、
沖
縄
独
特

の
希
少
な
植
物
も
見
学
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
、
沖
縄

の
特
有
な
気
候
条
件
に
適
応
し

て
お
り
、
本
土
と
は
異
な
る
成

長
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
特

に
、
ハ
マ
ヒ
サ

カ
キ
は
本
土
よ

り
も
大
き
く

育
っ
て
お
り
、

環
境
に
よ
る
成

長
の
違
い
を
実

感
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修

で
得
た
知
識
と

経
験
は
、
今
後

の
業
務
に
活
か

せ
る
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。

普
段
、
私
は
植

物
販
売
と
造
園

設
計
施
工
の
業

務
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

東
南
植
物
楽
園
で
の
植
栽
配
置

や
、
生
産
者
の
方
の
話
を
基

に
、
新
た
な
庭
の
設
計
や
施
工

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
そ

う
な
ア
イ
デ
ア
を
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
今
回
の
学
び

を
大
切
に
し
、
業
界
全
体
の
発

展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

植
生
調
査
委
員
会

ヒロイド原旧新植栽地で復元検証を
行うＣコース

東南植物楽園にて

青
年
部
会
だ
よ
り

令
和
６
年
度

植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
を
開
催

青
年
部
会
全
国
研
修
会

沖
縄
研
修

植
生
調
査
委
員
会
委
員

宍
倉

聡
一

（
㈲
グ
リ
ー
ン
シ
シ
ク
ラ
・
埼
玉
県
）

青
年
部
会

幹
事

山

中

康

太

（
山
中
育
樹
園
㈱
・
兵
庫
県
）

桐の木平で植生調査するAコース

台風にも負けず全員笑顔の集合写真

川場村の畔草原を調査するＢコース令和７年度
協会総会のご案内

開催日 令和７年１月２１日㈫

会 場 都市センターホテル
（東京都）

令和７年度
コンテナ部会総会

開催日 令和７年１月２２日㈬

会 場 都市センターホテル
（東京都）

令和７年度
青年部会総会

開催日 令和７年２月６日㈭

会 場 日本青年館ホテル
（東京都）
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東京都市大学環境学部教授 飯 島 健太郎

連載「多肉・珍奇植物」 ◆プロフィール
東京都市大学環境学部教授。桐蔭横浜大学工学部専
任講師、同医用工学部准教授を経て現職。博士（農学）。
日本造園学会賞／研究論文部門受賞、東京農業大学
造園大賞受賞。著書：『新しい都市緑化・ガーデニング
材料／多肉植物』（ソフトサイエンス社）、『サボテン大
好き』（講談社）、『多肉植物の名前400がよくわかる図
鑑』（主婦と生活社）、『サボテン全書』（監修、グラフィッ
ク社）、『多肉植物全書』（監修、グラフィック社）など。

おおよそ緑化樹でムラサキシキブとして
流通しているものは、ほとんどがコムラサ
キであろうと思われます。ムラサキシキブ
は、最近でこそ認識されつつあるようです
が、現場ではほとんど識別されてもいない
ようです。
そこで識別ポイント
です。
ムラサキシキブの葉
は比較的大型で、細か
い鋸歯がほぼ全体にあ
り、葉の付け根に近い
ところに果実を付けま
す。一方、コムラサキ

の葉は小型で、先半分だけに鋸歯があり、
果軸は葉の付け根より離れて付くので、わ
ずかに隙間が空きます。
植木は、しばしば学術上では誤った「商
品名」で販売されていることがあります。

植栽現場では、どちらでも見応え的に大き
な問題が無くても、公園の樹名板や情報誌
など公共的な混同は、見過ごしにはできま
せん。

ビザールプランツ人気で１位、２位を争うグ
ループといえば、アガベやパキポディウムであ
り、しばしば関連書籍の表紙にも登場する。中
でも独特の存在感で異彩を放っているのがパキ
ポディウムであり、どっしりとした風格と滑稽
な愛嬌を持ち合わせたような不思議な姿はマニ
アを強く惹きつけている（写真１）。
パキポディウムは、キョウチクトウ科パキポ
ディウム（Pachypodium）属の総称であり、マ
ダガスカルおよびアフリカを原産とする。葉や
花の形態的特徴からキョウチクトウの仲間であ
ることに頷ける。その姿から木本とする解説も
あるが、幹の内部はスポンジ状で年輪は形成さ
れないため多年草としている。園芸的には塊根
植物のカテゴリーで紹介されるが、形態学的に
は塊茎が正しい。この塊茎部が著しく壺型に発
達したものの代表が、パキポディウム・グラキ
リウス（P. rosulatum ssp. gracilius）であり最大の
人気がある（写真２）。本種そのものがグッズ
化されることもしばしばであり、その形態への
愛着感に応えるべく商品化が試みられている
（写真３）。
他のビザールプランツと同様にブルータスで
取り上げられたことから注目されるようになっ
たと考えられ、その後、栽培ノウハウ、オリジ
ナル鉢への植え付けと演出、実生による増殖、
LEDライトによる栽培など、パキポディウム
を対象とした話題も多様化しており、グーグル
トレンド機能による検索傾向も現在に至るまで
顕著な伸びを示している（図）。
自生地の中心はマダガスカルであり全土は熱
帯であるが地域によって気候は多様である。例
えば南北に長いために気温差があり、中央の山
地が風を遮るため西部と東部での乾湿差も生ず
る。砂漠化した乾燥地帯、標高の高い比較的冷
涼な岩場など、それぞれの厳しい環境に適応し
て各種が分布している。グラキリウスは乾燥し
た山岳地帯で砂岩質の断崖、岩山の頂上付近な
どの硬い地面に自生している。塊茎のシルバー
の表皮は強い太陽の光を反射して干ばつから身
を守り、またその皮下組織には葉緑体が分布しており落葉期にも光合成が行われ
るよう適応している。
そのフォルムは柱状に立ち上がるもの、ずんぐりとした塊茎から分頭して枝が
生ずるもの、ひたすら塊茎が水平に発達するものなど形態も多様。またトゲの有
るものと無い種類もある。著しく肥大化した塊茎から分頭してトゲを有するもの
としては、パキポディウム・グラキリウスやパキポディウム・カクチペス（P.
rosulatum var. cactipes 写真４）がよく知られる。カクチペスよりもグラキリウス

の方が塊茎が丸く、葉が細
い。５～６cm程度の小さ
な球体でも数個の枝に発達
しているものが流通してお
り、その整った形態がマニ
アを惹きつける。太い塊茎
部から多数枝分かれしなが
ら株立ちとなるパキポディ

ウム・デンシフローラム（P. densiflorum）は、
「シバの女王の玉櫛」の和名が与えられ、比較
的栽培難易度が高い本属の中では最も栽培しや
すい種として知られる（写真５）。枝には太く
鋭いトゲを有し、ニチニチソウのように丸い葉
も特徴。柱状に垂直に立ち上がり多数の鋭いト
ゲを有するものとしては、パキポディウム・ラ
メリー（P. lamerei）（写真６）やパキポディウ
ム・ゲアイー（P. geayi 写真７）などがよく知
られる。ゲアイーの和名は「亜阿相界」であり、
小説家でサボテン研究家の龍胆寺雄が命名し、
原産地のマダガスカルがアジア（亜細亜）とア
フリカ（阿弗利加）の境界であることに由来す
るとされている。ラメリーに比べて葉が線形で
あることが特徴。立ち上がらず塊茎が横方向に
肥大化していく種としてパキポディウム ブレ
ビカウレ（P. brevicaule）があり、「恵比寿笑い」
の和名が与えられている（写真８）。標高１４００
～２０００mの冷涼な地域に産し、直径数センチ程
度の小さいサイズの段階から分頭が見られ生姜
のように塊茎を成長するが、個体ごとに個性あ
る形態に成長する点も面白い。
パキポディウムの中でもポピュラーな種類は
観葉植物農家で生産されており、とりわけラメ
リーやその改良品種など大小さまざまなサイズ
のものが断続的に流通している。比較的希少な
種類は、サボテン・多肉植物の生産農家に加
え、近年ではビザールプランツ専門農家などを
拠点に流通している。年月をかけて作り込まれ
て極少数流通するものというかつての常識とは
異なり、ゴロゴロとした所謂ベアルート苗やそ
の鉢上げしたものがしばしば見られるように
なった。その結果、高価格帯ながらマニアの高
級趣味に応える程度の流通が確保され、趣味家
のもとで発根が成功するかどうか一喜一憂して
いる趣味家の姿が様々な媒体からも散見される。こうした
一見喜ばしい園芸趣味の様相ではあるが、それらの多くは
輸入されたものであり、海外の生産農家で育成されたもの
と説明されるケースが多い。しかしもしも塊茎部分に地衣
類が付着していたならばほぼ自生地からの盗掘苗である。
自生地株の姿形は最高峰の魅力を呈しているが、現地踏査
の機会に恵まれたならば撮影に留めなければならない。多
くの趣味家は国内増殖苗を用いて自身の栽培環境でいかに
魅力的なフォルムに成長させるのか、その探究にのめり込

んでいる。一方、より初心者あるい
は若年層にとっては高価格帯のパキ
ポディウムは購入のハードルが高
い。そうした背景もあって、実生に
チャレンジする若手マニアの存在も
多く、さらに生産農家も昨今実生苗を流通させている。
盆栽のような時間軸とともに光量を調整しながら給水を
抑えつつ硬く寸詰まりに仕立てたり、そうした愛培した株
を拘りの鉢に植えて観賞するというパキポディウムの独特
の世界観を、自生地を傷つけることなく園芸文化の一つと
して育てていくことが重要である。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

写真５ パキポディウム・デンシ
フローラム

写真５ パキポディウム・デンシ
フローラムの花

写真６ パキポディウム・
ラメリー

写真７ パキポディ
ウム・ゲアイー

問い合わせ 山﨑隆雄 ㈱ワイズプランツ （埼玉県）☎０４８‐８７５‐２１５５

コムラサキコムラサキ

写真８ パキポディウム・
ブレビカウレ

ムラサキシキブ

写真１ 肥大した塊茎が人気の
パキポディウムの仲間

写真２ パキポディウム・
グラキリウス

写真３ グラキリウスを
対象としたグッズ

写真４ パキポディウム・
カクチペス

ムラサキシキブ

ムラサキシキブ

図 グーグルトレンド機能による「パキポディウム」の検索傾向
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川原田  邦彦
確実園園芸場（茨城県）

秋
の
七
草
考

お知らせ

芽（はぎ）の花、乎（お）花、葛花、瞿麦（なでしこ）の花、姫部志（おみなえ
し）、また藤袴、朝貌）（あさがお）の花
万葉集で山上憶良が詠んだ七草の歌です。この時代には現代のアサガオは渡来
していないので、現在ではキキョウのことであるといわれています。

●芽の花=ハギ〈萩〉（マメ科ハギ属）
ハギは現代でもはっきり分類され
ていない植物のひとつです。秋の七
草ではもっとも広く分布し、よく知
られているヤマハギを指すと思われ
ます。ハギは広く日本人に愛され、
歌や工芸品に取り入れられてきまし
た。生え芽（はえき）が転じたもの
で、よく芽をだすことからと秋の季
節感とマッチした花ということで
「萩」という字が使われています。
ミヤギノハギやシロハギ、サミダ
レハギ等が良く利用されています。

●乎花=ススキ〈薄〉（イネ科ススキ属）
獣の尾に似た花穂の形から尾花
（おばな）と呼ばれます。花が咲く
様は季節感をそそり、詩歌や絵画に
多用されます。花はススキのミミズ
クを作って楽しんだり、茎葉は屋根
を葺くのに用いられてきました。
品種の「たかのはススキ」と生け
花等で良く使われます（生け花名・
矢羽根ススキ）。庭への植栽はかな
り大きな株になり始末に困ることが
あるので、株が３０cmほどになった
ら掘り上げて、そのまま地面に置き育てると株の大きさが制限されます。また冬
に地上部は枯れますが、その始末はその時点で刈らず、春先に刈ったものです（冬
の寒さに傷むため）。現代ではそんなことが忘れ去られてしまっています。

●葛花=クズ〈葛〉（マメ科クズ属）
名前は古くからの葛粉の産地、大和の国吉
野郡の国栖（くず）に由来します。ツルがよ
く伸び、絡みつき入ってしまうと枯らすのが
困難ですが、根は良質のデンプンを含み、葛
粉として、料理や菓子に利用されてきまし
た。漢方では葛根（かっこん）として薬用に
利用し、大きな葉は餅やだんごを包むのに利
用されるなど生活に密着してきました。また
棚として植栽すると、風情がある事や、幹が
良く太り風情があります。花が白い品種もあ
り楽しめます。

●瞿麦=ナデシコ〈撫子〉（ナデシコ科ナデシコ属）
野原や山地の日だまりに楚々と咲くカワラナデ
シコ。これは河原に咲くナデシコというところか
らで、撫子とは子供のように愛らしい花の意味。
花は淡紅色で、花弁の先が糸状に裂けた５枚から
なっており、白花もあります。また園芸的に作ら
れた濃い赤色の品種があります。宿根草ですがそ
れほど寿命は長くないので、実生や挿し芽で増や
します。江戸時代から知られる伊勢ナデシコは、
中国の種セキチクの変種。セキチクはカラナデシ
コと呼ぶので、カワラナデシコはヤマトナデシコ
と呼ばれます。また基本種はエゾノカワラナデシ
コ。
種子には利用作用があり、通経剤になります。

●姫部志=オミナエシ〈女郎花〉（オミナエシ科オミナエシ属）
女性的で頼りなげな風情から、オ
ミナメシ（女飯）と呼ばれたことか
ら名が付いたといわれています。黄
色の花が円錐状にの集散花序につき
ます。高さは１mほどになり目立ち
ます。花には悪臭があります。以前
は普通に見られた宿根草でしたが、
現在ではほとんど見られなくなりま
した。園芸的に扱われるものが実生
を繰り返してできたもので、６月後
半には開花してしまいます。また花
が付いた茎は枯死するので、求める場合は株本に何本か花の無い小さな芽がある
ものを選びます。
根は敗醤という漢方薬として知られ、利尿、解毒に用いられています。

●藤袴=フジバカマ（キク科エウパトリウム属）
この仲間で唯一の中国から奈良時
代に渡来した帰化植物。中国では香
草として利用され葉を湯に入れたり
衣服や髪につけたりされてきまし
た。名前の由来は、さらした藤つる
で織った袴をはいた女性が、秋の野
原でこの花に変ったという説話から
です。

●朝貌の花=キキョウ〈桔梗〉
（キキョウ科キキョウ属）
万葉集の山上憶良の歌にはこの名前は見ら
れません。今のアサガオはこの時代には渡来
していなかったので、キキョウのことだとい
われています。もともとの基本種は６月～８
月に開花しますが、現在大出回るもの、は、
早咲きの品種で５～６月に開花するもので
す。花は総状か頭状花序につき、青紫色を基
本として、青、白、ピンク、絞り咲きなどが
あります。開花後、強剪定で再び花を見るこ
とができます。
根はキキョウサポニンを含み、去痰作用が
あります。

これらが秋の七草ですが、現代では、自然界でこれを探すのが困難になってい
ます。残念ではありますが、現代の秋の七草としては、私見ですが、ハギ、スス
キ、クズ以外には、ワレモコウ=吾亦紅（バラ科ワレモコウ属）、ミズヒキ=水引
（タデ科タデ属）、ホトトギス=不如帰（ユリカホトトギス属）、キツネノカミソ
リ（ヒガンバナ科属）などでしょうか！いろいろな人の現代の秋の七草も知りた
いですね。

会員動向
社園名・代表者・住所・電話・メールアドレス変更
�()新 ㈱緑研 ()旧 ㈲熊本植木センター
代表者 佐土原博
担当者 佐土原周二
〒８６２‐０９１６ 熊本県熊本市東区佐土原
１‐１６‐３７
電話０９６‐３６７‐５５７７ FAX０９６‐３６５‐１８４０
E-mail ryoken@fsinet.or.jp

代表者・住所・電話・FAX変更
▷㈱柏松園（広島県）
()新 倉本政信 ()旧 倉本和男
〒７３１-３３６２ 広島県広島市安佐北区

安佐町久地字三国３５２０-７６
電話０８２‐５７６‐７５４３ FAX０８２‐８３７‐２５３４

代表者変更
�()新 渡辺智行 ()旧 渡辺庸之助
㈱渡辺吉備園（岡山県）

▷()新 海老澤伊器夫 ()旧 海老澤雄一
関東緑水㈱（茨城県）
▷()新 田中穂光 ()旧 田中秀穂
㈱ガーデン二賀地（宮城県）

担当者変更
▷()新 古賀丈暉 ()旧 古賀隆博
㈲総合緑化コガキュー（福岡県）

メールアドレス変更
▷佐野園（東京都）
()新 eishin@msd.biglobe.ne.jp

退会
▷㈱東農園（埼玉県）
▷倉見苗園（鳥取県）
▷今村大華園（福岡県）
▷加藤秀香園（埼玉県）
訃 報
�八木淑子 様（八木峰夫氏の御母堂様）
㈱千代田農園（愛知県）
令和６年９月２２日没 享年９８歳

２０２７年国際園芸博覧会の「花・緑出展」第一次内定出展者に

（一社）日本植木協会は、２０２４年１０月１日に、GREEN×EXPO２０２７（２０２７年国際
園芸博覧会）の「花・緑出展」第一次内定 出展者（２２３件）として選出されまし
た。「花・緑出展」とは、花と緑
のプロフェッショナルが、２０２７年
国際園芸博覧会でしか見られない
庭園や花壇、生け花やフラワーア
レンジメント、盆栽、新品種・希
少種など、多種多様な花・緑の作
品を出展し、美と技術の競演を行
います。協会からは式典に佐久定
規会長が出席しました。

カワラナデシコ

フジガバマ

キキョウ

ヤマハギ

ススキ

クズ


